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質問項目について

令和４年６月22日

資料１
第３回 健康増進に係る科学的な知見を踏まえた

技術的事項に関するワーキング・グループ



見直しの方向性（案）
ー特定健診・特定保健指導の標準的な質問項目に関する基本的な考え方ー
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基本的な考え方について（修正案）

○特定健診・特定保健指導における標準的な質問項目は、下記４つの観点から成り立っている。

① 特定保健指導対象者の階層化や詳細な健診の対象者の選定に関する項目

② 健診結果を通知する際の「情報提供」の内容の決定に際し活用可能な項目

③ 生活習慣病のリスクの評価に資する項目

④ 地域間及び保険者間の健康状態の比較に資する項目

見直しの方向性（案）

「基本的な考え方」の④について、地域間に加えて保険者間の比較の観点を追加してはどうか。



見直しの方向性（案）ー①喫煙に関する質問項目についてー
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見直しの方向性（案）

 データ活用における継続性の観点から、｢現在、習慣的に喫煙している者｣の定義を可能な限り維持した上で、分かりやすい表
現に修正してはどうか。

 回答選択肢の順序について、回答者が分かりやすいように工夫してはどうか。

見直しのイメージ（案）

質問項目 回答
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現行
現在、たばこを習慣的に吸っている。
（※「現在、習慣的に喫煙している者」とは、「合計100 本以上、又は６ヶ月以
上吸っている者」であり、最近１ヶ月間も吸っている者）

①はい
②いいえ

修正案

現在、たばこを習慣的に吸っていますか。
※「現在、習慣的に喫煙している者」とは、条件１と条件２を両方満たす者である。
条件１：最近１ヶ月間吸っている
条件２：生涯で６ヶ月間以上吸っている、又は合計100本以上吸っている

①はい（条件１と条件２を両
方満たす）
②以前は吸っていたが、最近
１ヶ月間は吸っていない（条
件２のみ満たす）
③いいえ（①②以外）

• 以下のように修正してはどうか。
赤字：第１回技術的WGで提示した修正案

青字：第２回技術的WGで提示した修正案

緑字：今回追加で提示する修正案



見直しの方向性（案）ー②飲酒に関する質問項目についてー
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見直しのイメージ（案）

質問項目 回答
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現行 お酒（日本酒、焼酎、ビール、洋酒など）を飲む頻度
①毎日
②時々
③ほとんど飲まない（飲めない）

修正案
お酒（日本酒、焼酎、ビール、洋酒など）を飲む頻度はどのくらいですか。
（※「やめた」とは、過去に月１回以上の習慣的な飲酒歴があった者のうち、最近１年以上
酒類を摂取していない者）

①毎日
②週５～６日
③週３～４日
④週１～２日
⑤月に１～３日
⑥月に１日未満
⑦やめた
⑧飲まない（飲めない）
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現行
飲酒日の１日当たりの飲酒量
日本酒１合（１８０ｍｌ）の目安：ビール５００ｍｌ、焼酎（２５度（１１０ｍｌ）、
ウイスキーダブル１杯（６０ｍｌ）、ワイン２杯（２４０ｍｌ）

①１合未満
②１～２合未満
③２～３合未満
④３合以上

修正案

飲酒日の１日当たりの飲酒量
日本酒１合（アルコール度数15度・180ml）の目安：ビール（同５
度・500ml）、焼酎（同25度・約110ml）、ワイン（同14度、約
180ml）、ウイスキー（同43度・60ml）、
缶チューハイ（同５度・約500ml、同７度・約350ml）

①１合未満
②１～２合未満
③２～３合未満
④３～５合未満
⑤５合以上

• 飲酒量の目安について、回答者が分かりやすいように工夫してはどうか。
赤字：第１回技術的WGで提示した修正案

青字：第２回技術的WGで提示した修正案

緑字：今回追加で提示する修正案



見直しの方向性（案）ー③保健指導に関する質問項目についてー
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見直しのイメージ（案）

• WGにおける議論を踏まえて、保健指導の受診歴を確認する質問項目としてはどうか。

質問項目 回答
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現行 生活習慣の改善について保健指導を受ける機会があれば、利用しますか。
①はい
②いいえ

修正案 生活習慣の改善について、これまでに特定保健指導を受けたことがありますか。
①はい
②いいえ
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